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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成27年6月25日に提出いたしました第140期（自　平成26年4月1日　至　平成27年3月31日）有価証券報告書の記載

事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報　

　第４　提出会社の状況　

　１　株式等の状況

（1）株式の総数等

② 発行済株式

　

　　　６　コーポレート・ガバナンスの状況等

　　　（1）コーポレート・ガバナンスの状況

　　　　①企業統治の体制

　　　③社外取締役および社外監査役

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

　第４【提出会社の状況】　

　１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

②【発行済株式】

　　　（訂正前）

種類
事業年度末

現在発行数(株)
(平成27年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年６月 日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 143,611,765 143,611,765
東京証券取引所
市場第二部

完全議決権株式であ
り権利内容に制限の
ない標準となる株式
であります。
単元株式数は100株
であります。

計 143,611,765 143,611,765 ― ―
 

 

　　　　（訂正後）

種類
事業年度末

現在発行数(株)
(平成27年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年６月25日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 143,611,765 143,611,765
東京証券取引所
市場第二部

完全議決権株式であ
り権利内容に制限の
ない標準となる株式
であります。
単元株式数は100株
であります。

計 143,611,765 143,611,765 ― ―
 

EDINET提出書類

株式会社ヤマシナ(E01369)

訂正有価証券報告書

2/6



 

　　　

　　　６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

　　　（1）【コーポレート・ガバナンスの状況】

　　　　（訂正前）

　　　　①企業統治の体制

当社の取締役会は、社外取締役１名を含む５名で構成され、定例取締役会のほか、必要に応じて臨時取締

役会を開催し、会社の業務執行に関する意思決定をするとともに、職務執行の監督を行っております。

当社は、監査役会制度を採用しており、社外監査役２名を含む３名の監査役が、取締役会に出席して意見

陳述権を行使し、それぞれ独立の立場から取締役の職務執行を効果的に監査するとともに、監査役会として

相互に情報共有を行うことで効率的な監査を実施しております。

当社は、会社法第427条第１項に基づき、社外取締役及び社外監査役との間において、会社法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、100万円

又は法令が定める額のいずれか高い額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取

締役及び社外監査役が責任の原因となった職務の遂行につき善意でかつ重大な過失がないときに限られま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（省略）

 

　（会社の機関・内部統制の関係）

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（省略）

 

　③社外取締役および社外監査役

当社の社外取締役である伊藤誠英及び社外監査役である山内一郎並びに豊田幸宣は、筆頭株主（議決権比

率33.99％）であるＶＴホールディングス㈱のそれぞれ専務取締役、常務取締役、内部監査室室長でありま

す。また、同社から取締役５名のうち常勤１名及び非常勤１名の計２名並びに監査役３名のうち非常勤２名

の取締役・監査役合計４名の兼任役員を受け入れており、取締役会等で適宜助言等をいただいております。

しかし、当社の業務執行に関する意思決定は、ＶＴホールディングス㈱の存在、取引関係、意向等の影響

を受けることなく、当社で各役員の英知を結集し、合議体により慎重に決定しております。

また、当社は本部長制を採用する事で、営業・生産・管理の各本部長に権限を委譲し、責任を明確化する

事により実態に即した意思決定をしており、３名全員が常勤取締役と兼任していることもＶＴホールディン

グス㈱から意思決定に関する一定の独立性を確保できているとの判断事由になります。
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以上より、社外取締役及び社外監査役の選任について、当社からの独立性に関する基準及び方針はござい

ませんが、当社とＶＴホールディングス㈱の関係は、利害関係はあるものの業務執行に関する意思決定にお

いて一定の公正性・独立性は確保できているものと判断しております。そして、当社の意思決定等に影響を

及ぼしていないＶＴホールディングス㈱より受け入れている社外取締役及び社外監査役と当社との関係にお

いて、報酬による債権債務及び社外役員就任後に当社株式を追加取得しないことを前提に、現状保有してい

る当社株式以外に一切の利害関係は存在しないため、独立性の確保に全く問題は無いと考えております。

社外取締役は企業経営の豊富な経験を当社の経営に活かし、取締役会で有用な意見を頂戴すること及び一

定の独立性を確保しているため取締役の職務執行を監督すること、社外監査役は会計に関する相当な知見お

よび監査役としての豊富な経験並びに一定の独立性を確保しているため取締役の職務執行を効果的に監査す

ることを期待して選任しており、いずれも独立性を確保して、経営の透明性を監督または監査することに適

任であると判断しております。

社外取締役および社外監査役の監督及び監査は、株主及び債権者を保護するために一定の独立性を保持し

て取締役の状況をモニタリングする立場にあるという社外役員の監督及び監査の優位性、監査役監査も株主

及び会社債権者を保護するために、独立の立場から取締役の職務執行を監査する立場にある監査役監査の優

位性、また、公認会計士監査は、厳格な独立性を保持し会計及び監査の職業的専門家としての公認会計士監

査の能力的優位性、さらに、内部監査は、会社業務に精通しているという内部監査の優位性を相互に利用し

あい、相互に連携を図ることが望ましいため、それぞれがディスカッションまたはコミュニケーションを図

る機会を定期的に設けております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（省略）

 

　　（訂正後）

① 企業統治の体制

当社の取締役会は、社外取締役２名を含む６名で構成され、定例取締役会のほか、必要に応じて臨時取締

役会を開催し、会社の業務執行に関する意思決定をするとともに、職務執行の監督を行っております。

当社は、監査役会制度を採用しており、社外監査役２名を含む３名の監査役が、取締役会に出席して意見

陳述権を行使し、それぞれ独立の立場から取締役の職務執行を効果的に監査するとともに、監査役会として

相互に情報共有を行うことで効率的な監査を実施しております。

当社は、会社法第427条第１項に基づき、社外取締役及び社外監査役との間において、会社法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、100万円

又は法令が定める額のいずれか高い額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取

締役及び社外監査役が責任の原因となった職務の遂行につき善意でかつ重大な過失がないときに限られま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（省略）
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　（会社の機関・内部統制の関係）

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（省略）

 
③ 社外取締役および社外監査役

当社の社外取締役である伊藤誠英及び社外監査役である山内一郎並びに豊田幸宣は、筆頭株主（議決権比

率33.99％）であるＶＴホールディングス㈱のそれぞれ専務取締役、常務取締役、内部監査室室長でありま

す。また、同社から取締役５名のうち常勤１名及び非常勤１名の計２名並びに監査役３名のうち非常勤２名

の取締役・監査役合計４名の兼任役員を受け入れており、取締役会等で適宜助言等をいただいております。

しかし、当社の業務執行に関する意思決定は、ＶＴホールディングス㈱の存在、取引関係、意向等の影響

を受けることなく、当社で各役員の英知を結集し、合議体により慎重に決定しております。

また、当社は本部長制を採用する事で、営業・生産・管理の各本部長に権限を委譲し、責任を明確化する

事により実態に即した意思決定をしており、３名全員が常勤取締役と兼任していることもＶＴホールディン

グス㈱から意思決定に関する一定の独立性を確保できているとの判断事由になります。

以上より、社外取締役及び社外監査役の選任について、当社からの独立性に関する基準及び方針はござい

ませんが、当社とＶＴホールディングス㈱の関係は、利害関係はあるものの業務執行に関する意思決定にお

いて一定の公正性・独立性は確保できているものと判断しております。そして、当社の意思決定等に影響を

及ぼしていないＶＴホールディングス㈱より受け入れている社外取締役及び社外監査役と当社との関係にお

いて、報酬による債権債務及び社外役員就任後に当社株式を追加取得しないことを前提に、現状保有してい

る当社株式以外に一切の利害関係は存在しないため、独立性の確保に全く問題は無いと考えております。

社外取締役は企業経営の豊富な経験を当社の経営に活かし、取締役会で有用な意見を頂戴すること及び一

定の独立性を確保しているため取締役の職務執行を監督すること、社外監査役は会計に関する相当な知見お

よび監査役としての豊富な経験並びに一定の独立性を確保しているため取締役の職務執行を効果的に監査す

ることを期待して選任しており、いずれも独立性を確保して、経営の透明性を監督または監査することに適

任であると判断しております。

また、当社の社外取締役である李載浩は、弁護士実務を通して培われた豊富な経験および幅広い見識を

もっており、専門的見地に基づき、当社の経営体制に対する的確な助言と監督をいただけるものと判断した

ことから社外取締役として適任であると考えております。なお、同氏と当社の間には人的関係、資本的関係

または取引関係その他の利害関係はありません。
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社外取締役および社外監査役の監督及び監査は、株主及び債権者を保護するために一定の独立性を保持し

て取締役の状況をモニタリングする立場にあるという社外役員の監督及び監査の優位性、監査役監査も株主

及び会社債権者を保護するために、独立の立場から取締役の職務執行を監査する立場にある監査役監査の優

位性、また、公認会計士監査は、厳格な独立性を保持し会計及び監査の職業的専門家としての公認会計士監

査の能力的優位性、さらに、内部監査は、会社業務に精通しているという内部監査の優位性を相互に利用し

あい、相互に連携を図ることが望ましいため、それぞれがディスカッションまたはコミュニケーションを図

る機会を定期的に設けております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（省略）

EDINET提出書類

株式会社ヤマシナ(E01369)

訂正有価証券報告書

6/6


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第４提出会社の状況


	１株式等の状況
	（1）株式の総数等
	②発行済株式


	６コーポレート・ガバナンスの状況等
	（1）コーポレート・ガバナンスの状況


